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● 現行計画について 

１ 計画の目的 【計画書 P1】 

地球環境に配慮した循環型社会の実現を目指し、町独自のごみの発生抑制や減量化、

資源化（リサイクル）をより一層進めるための一般廃棄物の処理について定めるもの。 

 

２ 計画期間 【計画書 P2】 

平成２９年度～令和１４年度（１５年間） 

※5 年ごとの見直し（今回は見直し 1 回目） 

 

３ 最終処分量とリサイクル率 【計画書 P12-P13】 

＜最終処分量＞ 

項 目 町 全国 埼玉県 

ごみ総排出量 （ｔ） 10,215 44,316,662 2,392,053 

最終処分量   （ｔ） 160 4,302,244 124,075 

最終処分率   （％） 1.6 9.7 5.2 

平成 26 年度 

＜リサイクル率＞ 

項 目 町 全国 埼玉県 

ごみ総排出量 （ｔ） 10,215 44,316,662 2,392,053 

再生利用量   （ｔ） 4,325 9,129,263 589,040 

リサイクル率 （％） 42.3 20.6 24.6 

平成 26 年度 

 

４ 基本理念・基本方針・将来目標 【計画書 P20-P25】 

●基本理念 

一人ひとりが自覚をもって進めるごみの減量化と資源化 

●基本方針 

１．ごみの減量化 

２．資源化の推進 

３．環境への負荷を抑えた適正なごみ処理事業の推進 

●将来目標 

目標１ ごみ減量化   …H26 比 11％以上削減 

目標２ ごみ焼却処理量 …H26 比 10％以上削減 

目標３ ごみ最終処分量 …H26 比 13％以上削減 

目標４ リサイクル率  …R14 までに 44％以上に引上げ 

 

５ 目標実現のための取組み（施策） 【計画書 P26-P48】 

 


